
 

・オリエンテーション
・「ヒアリング力」向上講座
・「ロボットシステム導入を成功に導くプロジェクトマネジメント」講座
・グループワーク事前説明

・グループワーク①　／　現 場 診 断「 ニ ーズ 確 認 とヒ アリン グ」

・技術講座②

・グループワーク②　／　各 グル ープ の プ レ ゼン と講 評 、修 了 式

任意講座

第 2回 2/13 （火）

第 3回 2/20 （火）

2/27 （火）

2/22（木）　

第 4回

第 1回 2/6  （火）

・ロボットシステム導入手順(RIPS)講座　-工程・ドキュメントの標準化について-
・技術講座①
・公的研究開発プロジェクト提案書作成のポイント

ロボットシステムインテグレータ養成講座

Sagam iha r a   Robo t   S y s t em  I n t e g r a t o r  T r a i n i n g  P r o g r am

Sagamihara  Robot  
System Integrator Training Program

ロボット
システムインテグレータ
養成講座

ht tp: //www. s ic- sagamihara . jp/robot /

★相模原市外の企業様も応募できます★募集要項

平成 30 年 2月 6日（火）～2月 27日（火）＜全 4 回＞　＊任意講座除く

さがみはら産業創造センター SIC-2　大会議室　他

ロボットSIer（システムインテグレータ） および 自動機・FA等の開発エンジニア

< 特別価格 >　 税別 ３０，０００円 ( 受講申込後、別途ご案内致します。)

16 名 （1社から2 名までの参加可 ) ＊連携したグループでの応募も可 (2 社以上 4人でのグループ )

相模原市・株式会社さがみはら産業創造センター

さがみはらロボット導入支援センター（株式会社さがみはら産業創造センター）

担当：佐々木、樽川、安藤

〒252-0131　神奈川県相模原市緑区西橋本 5-4-21

Tel : 042-770-9119　/　Fax : 042-770-9077　/　Mail : sier-info@sic-sagamihara.jp

URL : http://www.sic-sagamihara.jp/robot/

【 会 期 】

【 場 所 】

【対 象 者】

【受 講 料】

【募 集 人 数】

【 主 催 】

【お問い合わせ】 

カリキュラム

SIer としての底力をUP!

アクセス

〒252-0131 神奈川県相模原市緑区西橋本5-4-21

■首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

　相模原インターから約5km

■新横浜駅まで約27分　■東京駅まで約60分

■新宿駅まで約40分　    ■横浜駅まで約40分

JR 横浜線、JR 相模線、京王線の３線が停車する橋本駅が最寄りです。
将来リニア中央新幹線の停車駅にもなる期待の高まる駅です。

※SIC-1,2は「橋本駅」、SIC-3はJR相模線「上溝駅」。

橋本駅より徒歩約10分

さがみはら
産業創造センター

相模原北警察署

●

JR・京王線「橋本駅」
南口より徒歩10分

16

緑区合同庁舎
（緑区役所）

イオン

S IC -2

SIC-2



ミツイワ株式会社

技術講座①②

ICTトータルサービスカンパニー。創業以来50年以上に渡り実績を積み
重ねたICTサービス及びFAシステムの導入をベースに、FAにおけるロボ
ットシステム導入プロセス標準を策定。経済産業省及び日本ロボット工
業会では、このRIPSをロボットシステムの導入標準と定めている。

今回の技術講座は、今後、自動化が進むと見込まれる三品業界（食品・医薬品・化粧品）独自のルールや仕様とい
った知識の習得と、これからのロボットシステムに必要な最先端の技術の獲得を目指して開催する予定です。なお、
講師が決まり次第、web サイト等でご案内します。

東京大学 名誉教授  佐藤 知正 氏
東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、東京大学先端科学技術
研究センター教授などを歴任。日本ロボット学会会長を務めるなど、
長年にわたりロボット研究やロボットの社会実装に携わっている。

株式会社スタンコミュニケーションズ
代表取締役の松尾由紀子氏は、フリーアナウンサー、記者アナウンサーとし
ての経験から、コミュニケーション、プレゼンテーションを中心に経営者や
ビジネスマン向けの個別指導や、セミナー講師などを数多く務めている。

アイシンク株式会社
プロジェクトマネジャー育成研修やプロジェクトマネジメント導入サ
ービスなどプロジェクトマネジメントの専門企業として日本を代表と
する企業向けにサービスを展開している。SIC の第 1 期の卒業企業。

プロジェクトの進め方や技術・手法を学びながら、ユーザーの課題解決を図る超実戦型プログラム！

グループワーク
顧客ニーズへのシステム提案
評価の高い提案は採用される可能性あり

『 ロ ボットシステム導 入を
成 功 に導くプロ ジェクトマネ ジメント』講 座

ロボット SIer としての底力アップ！！

構成力 プロジェクト管理能力企画提案力

現場での実践を通した経験値向上
技 術 講 座 を 通 し た シス テム 構 成
の「引き出し」の獲 得

標準的なロボット導入手法の獲得
マネ ジメント手 法 の 知 識 を得るこ
とによる、迷 走しないプロ ジェクト
管理能力の獲得

ヒアリングスキル の 獲 得 による的
確なニーズ把握
分かりやすい提案書のノウハウ獲得

・
・

・

・・

・

ロボットシステムインテグレータ養成講座

Sagam iha r a   Robo t   S y s t em  I n t e g r a t o r  T r a i n i n g  P r o g r am

＊

2/13 （火）
10:00-17:00

任意参加講座

2/6 （火）
9:00-17:30

開講式・オリエンテーション

グル ープワー ク事 前 説 明

グル ープワー ク①
システム導入検討企業に対して、実際に構想を提案

『ロボットシステム導入手順(RIPS)』講座

技術講座①

技術講座（ロボット操作教育・実習コース）

技 術 講 座 ②

2/20 （火）
10:00-17:00

第１回

第 2 回

第３回

第 4 回
2/27 （火）

10:00-17:00

現場の課題やニーズの質・量を左右するヒアリングスキ
ルを磨き、より効果的・効率的なロボット導入を目指す。

不確実性の高いプロジェクトを成功させる上で必要なプ
ロジェクトマネジメントの考え方、プロセス、重要ツールの
基礎を学ぶ。WBSなどの小演習あり。

実際のシステム導入検討企業のニーズを題材に、実戦で
のヒアリング・検討を通して、現場での経験値の向上や、
システム構成力の獲得と、グループ内での議論を通した
新しい知見やコミュニケーションスキルを得る。

＊以降第４回の講評までの2週間を検討期間とし、
　各グループで自主的に検討していただく。

ロボットシステム導入の際のポイントや作業工程につい
て、導入プロセス標準「RIPS（リップス）」を通して学び、手
戻りのないスムーズな導入を目指す。
＊RIPS(Robot Integration Process Standard)

公的な研究開発資金を獲得するためのロボットシステ
ム提案書作成において、審査員側がポイントにしている
点や、効果的な書き方などのテクニックを学ぶ。

講師調整中＊

講師調整中＊

＊生産技術者向けセミナーを、SIer向け技術講座と
   してタイアップ実施。（任意受講）

2 週 間 の 検 討 期 間 内 に グル ープ で 議 論した シス
テム 提 案 の 発 表 と講 評 。

2/22（木） 

公的研究開発プロジェクト提案書作成のポイント『ヒアリング力』
向上講座 技 術 講 座 ① ②
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『ヒアリング力』向 上 講 座
( 株 )スタンコミュニケーションズ

-工程・ドキュメントの標準化について-ロボット SIer の業務プロセス

狙い・目的 カリキュラム

講師

グル ープワー ク②
各グループのプレゼンと講評、修了式

『ロ ボットシステム導 入を成 功 に
導くプロ ジェクトマネ ジメント』講 座

アイシンク( 株 )

ミツイワ( 株 )

『ロボットシステム導入手順(RIPS)』講座
-工程・ドキュメントの標準化について-

東 京 大 学  名 誉 教 授   佐 藤  知 正  氏


